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｢小１プロブレム」という言葉が盛んに言われるように
なって、しばらくがたちます。授業中、傍若無人に歩き
回り、授業を妨害する子。教師の指示をまったく聞かず、
自分勝手な行動をとる子。集団生活のきまりが守れず、他
の子に迷惑をかける子……。一部の子どもたちの問題行
動がクラス全体に波及して、学級騒乱状態になってしま
うという話も、あちこちで耳にします。
文部科学省や各地の教育委員会も、それらの事態を重
く受け止め、保育園・幼稚園と小学校との連携を強くし
たり、家庭教育のあり方に言及したり、小学校の支援体
制を強化したりと、さまざまな対策を打ち出してきまし
た。最近では、小学校生活にスムーズに移行することが
できるよう、保育園や幼稚園の最終学年（５歳児）を、義
務教育化するという話も、現実味を帯びてきました。
このように、国をはじめ各所さまざまな対策を打ち出
してはきましたが、事態が改善の方向に向かっていると
は、とうてい思えません。過去、「道徳」が特設されまし
たが、これまでに道徳教育が成果を上げてきたかといえ
ば、怪しいと言わざるを得ません。また、以前、「総合的
な学習の時間」が設定されましたが、そのお陰で、子ど

は じ め に
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もの学ぶ意欲が向上したと実感できている教師は少ない
のではないでしょうか。野口芳宏氏（植草学園大学名誉
教授）も、「制度を変更するだけでは、事態の改善は図ら
れない」と言っておられますが、これらはまさに、教育
に関わる諸問題を、制度を変えることで解決するのは根
本的に難しいということを証明しているように思われま
す。

つまり、「小１プロブレム」という問題を解決に導くの
は、制度の改善ではなく、子どもたちが日々学び過ごす
それぞれの教育現場を改善していくことしかない、とい
うことなのです。子どもの実態をしっかり把握し、子ど
もを理解した上で、的確な方法で指導していく。そのた
めに必要な力を、教師自身が高めていくことこそが、こ
の問題を解決に導く糸口になると考えるのは、私だけで
しょうか。

毎日、教育現場で、子どもたちの成長のために獅子奮迅、
奮闘している先生方と共に、課題を抱える子どもたちが
引き起こす諸問題の解決方法を考えていきたいと、筆を
執りました。手にとっていただければ幸いです。また、こ
のような場をあたえてくださいました学陽書房の関係者
の皆様に、この場を借りてお礼申し上げます。

2015 年 春

� 中嶋郁雄
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1
Chapter

★……拡大する「小１プロブレム」
　入学したての４月は、教師の話を聞くことができない、指示通りに行動し
ない、勝手に授業中に教室の中を立ち歩いたり教室から出ていったりするな
ど、小学校生活に適応できない子が昔からいました。しかし、入学してひと
月もたてば、ほとんどの子どもたちが、小学生らしい態度を身につけていっ
たものです。
　ところが、近年では、６月になっても、授業規律を守ることができず、立
ち歩いたり教室を飛び出したりしてクラスを乱す子がいます。その子が中心
となって授業が成立しない状態へと拡大し、学級崩壊の様相を呈するクラス
が、全国で数多く報告されるようになりました。「小１プロブレム」は、世
間でも問題視されるようになり、学校現場では、副担任制やティーム・
ティーチングを採用するところも多くなってきています。また、小学校入学
前の親のしつけやマナー、行儀への意識付けの必要性、保育園や幼稚園、地
域との連携の必要性などが叫ばれるようになりました。さまざまな対策が講
じられている昨今ですが、全国各地で課題は山積みの状態です。

★……理解のための観察
　入学前に行われる、就学時健康診断での観察や、保育園・幼稚園との情報
交換などによって、集団生活に適応しづらい子や多動傾向で集中力を欠く子

今どきの小学１年生は、
そんなに困った子どもたちなのか？！

困った小学１年生に
バシッと伝わる＆成長を引き出す指導の基本

入学からしばらくたっても、小学校の生活に適応できない、
いわゆる「小１プロブレム」と呼ばれる状態の子どもが
年々増加傾向にあるといわれています。
今どきの１年生には、そんなに困った子が増えているのでしょうか。
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など、課題を抱えた子どもを、ある程度事前に把握することができます。
　ここで大切なのは、その子どもたちを、「迷惑な子」として対応を考える
のではなく、「どのように理解するか」という姿勢で受け入れ態勢をつくる
ことです。それは、見た目は同じ対応であっても、前者と後者では、指導す
る時の言葉や表情に違いが表れてしまうからです。学校生活にうまく適応で
きない子の多くは、周囲から理解されないことに、相当のストレスを感じて
います。「この子は、集団行動できない。だから他の子の迷惑になる」とい
う気持ちの指導では、課題を抱えた子どもからすれば、教師は敵対者と映る
ことになります。

★……集団の中で育てる
　特に学級担任として意識しておかなくてはならないのは、課題を抱えた子
どもを、クラスの一員としてどのように迎え入れ、生かし、成長させるかと
いうことです。子どもは、集団の中でさまざまなことを学びます。そして、
他人との協調や協力、公平や公正な判断といった、社会で生きていくために
必要な基礎を学ばせる場所が、学級です。
　課題を抱える子が、友達に迷惑をかける行動をした時は、周りにどのよう
な悪影響を及ぼしているのか、友達がどういう思いで自分のことを見ている
のかといったことを、その子自身にしっかり考えさせる機会にしなくてはな
りません。さらに、周りの子どもには、互いに注意し合うことが大切である
こと、間違った行いに流されないことなど、きまりを守るためにやるべきこ
とをやる力を育てる機会にする必要があります。
　もちろん、教師は気持ちを落ち着けて、じっくり話をしていくことも必要
です。そのために、課題のある子を個別に指導することもあります。また、
人間関係を築くために、個別指導が有効な場合もあります。しかし、個別指
導だけでは、課題は決して解決しません。集団の中で、他の子どもも一緒に
課題に取り組んでいくことで、自分の行動を客観的に見る力が育ち、社会性
も身についていくのです。子どもは集団の中で育つことを、意識して指導し
ましょう。
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Chapter

2-⑤

｢先生なんて嫌い！」
「うるせ～！」などと、
教師に乱暴な言葉を
投げかける子がいる

日頃は、それほど気にはならないのですが、一度
機嫌を損ねてキレると、乱暴な言葉づかいで暴言
を吐き、どんなに注意しても、「うるせ～！」
「あっちへ行け！」と、聞く耳をもたない子がい
ます。ひどい場合は、泣きわめいたり、暴れたり
する子もいて、困ってしまいます。

教師が
感情的になると、
事態は悪化する

どうすればいいの？ 冷静に受け流し、暴言は
取り合わないと分からせる！

学校生活での困った小学１年生
小学生としての基本マナーを身につけさせる
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子どもがキレて、ひどく感情的になってしまった場合は、
いったん教室から出して、しばらくそっとしておき、落
ち着かせることです。

plus
one
point

指導のポイント❶　子どもの暴言を受け止める
　幼い子どもで、暴言を吐く子の多くは、自分が相手に認められているとい
う有用感が低いと考えられます。理想の自分に遠く及ばない現実の自分に対
する葛藤が、相手を攻撃する言葉として表れてしまいます。ですから、「あっ
ちへ行け！」は、本当は「こっちに来て、僕を見て」と、「うるせ～！」は、

「もっと僕の話を聞いて」という意味であることが多分に考えられます。
　子どもの暴言を、「いけません！」と一喝して否定したいところですが、
教師は、まずは「そうか～。うるせ～か～」といったん受け止めてあげるこ
とが、とても重要になります。

指導のポイント❷　暴言は相手にされないと分からせる
　暴言が、本心とは裏腹の表現だとはいえ、周りの人を不快にさせる言葉を、
そのまま許しておいてはいけません。意図的ではないにしても、子どもが暴
言を吐く目的は、相手の気をひくことです。「なんですって？　もう一度 
言ってみなさい！」と感情的に応えることは、「暴言を吐くこと＝相手にし
てもらえる」というメッセージを伝えることになります。
　暴言は、あくまで取り合わず、「はいはい」と流して、冷たく無視してし
まうようにしましょう。

指導のポイント❸　「暴言は間違い」とメッセージを送る
　教師が、子どもの暴言に対して冷たく無視をするのは、「暴言は間違って
いるよ。だから相手にしないんだよ」という指導です。もちろん、それはそ
れで効果的ですが、子どもに教師のメッセージが伝わりやすいように、ひと
言付け加える必要があります。例えば、「人をジジイなんて言う子は、ダメ
ですね」と付け加えて、すぐに切り替え、他の子どもに学習の指示を出した
り、発問したりして、淡々と学習活動を続けるのです。
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Chapter

2-⑨

衣服の着替えや靴の
着脱がうまくできず、
時間がかかってしまう
子がいる

体育の授業や給食の準備などで、着替えをする時、
そうとうな時間を要する子がいます。下靴と上靴
の着脱にも時間がかかり、集団行動についていく
ことができないので、対応に困ってしまいます。
このような子は、ボタンの着脱や紐を結ぶことが
うまくできず、手先もあまり器用ではありません。

個別指導と共に
家庭の協力が
欠かせません

どうすればいいの？ 個別に指導しながら、
時間に余裕をもたせて行動開始！

学校生活での困った小学１年生
小学生としての基本マナーを身につけさせる
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時間内に完成させる競争をするなど、やり方を工夫して、
リボン結びやボタンかけを、ゲーム感覚で楽しみながら
習得させる方法もあります。

plus
one
point

指導のポイント❶　十分な時間を確保して指導
　入学して間もなくは、子どもたちが何をするにも時間がかかることを覚悟
しなくてはなりません。時間がかかることを織り込み済みで、体育の着替え
や給食の準備には、余裕をもって臨むようにします。
　５月いっぱいまでは、着替えに時間の半分くらいをとるつもりでもいいで
しょう。特に、介助なしでは着替えることができない子がいる場合は、なお
さらです。時間を十分に確保した上で、大半の子どもが素早く着替える訓練
をしながら、手のかかる子に個別の指導をします。

指導のポイント❷　全体で着替え方の学習をする
　あまりにも生活体験が未熟な子が増えた現在は、衣服の着替えは、学校で
学習しなくてはならない時代なのかもしれません。「そんなことは家庭で」
と言いたくもなりますが、指導しておいたほうが、後の労力を省くことにな
ります。また、子どもの着替えの様子を観察して、誰に、どの程度の指導が
必要かを把握することもできます。脱いだ衣服はたたんで机上に置いておく
ことや、リボン結びの方法も教えておく必要があります。

指導のポイント❸　家庭訓練のお願いをする
　いくら必要とはいえ、衣服の着脱に費やすことのできる時間は限られてい
ます。このケースでも、家庭の協力が必要不可欠です。特に、ボタンかけや
衣服の折りたたみ、リボン結びなどは、家庭での経験と訓練がものをいいま
す。まったくできなくて、集団行動に支障をきたす子の保護者には、連絡帳
や電話で直接協力をお願いしますが、年度初めの学年通信や保護者会で、す
べての保護者に実態の確認と指導の協力をお願いします。


